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令和６年第３回定例会　一般質問



１  議　員 一問一答方式

１ 市 長

副 市 長

関 係 課 長

（１） 　市内の被害状況について

（２） 　元垂水原田線の片側通行規制について

（３） 　今後の対応策について

２ 　たるみず特産品販路拡大支援事業について 市 長

副 市 長

（１） 　日本航空との連携事業の現状と成果について 関 係 課 長

（２） 　今後の取組について

（３） 　新たな企業との連携の考えについて

３ 　旧牛根中学校利活用等に関する説明会について 市 長

副 市 長

（１） 　説明会の内容と住民の意見について 関 係 課 長

（２） 　今後について

川越　信男

　８月８日発生の「日向灘を震源とする地震」の被害状況につい
て
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４ 　ＧＩＧＡスクール構想の推進について 市 長

副 市 長

（１） 教 育 長

関 係 課 長

（２）

（３） 　第２期を迎えるための今後の取組について

　令和３年度からの第１期におけるＩＣＴ端末の活用に
ついて

　令和８年度からの第２期に向けた第１期の総括につい
て
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２  議　員

１ 　介護給付費準備基金について 市 長

副 市 長

（１） 　給付費不足対応の準備基金は足りるのか 関 係 課 長

（２） 　準備基金の取崩し額を減少させる取組は

（３） 　余剰金が発生した場合の来期基金について

２ 　婚活支援について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

３ 　本城川に架かる橋について 市 長

副 市 長

（１） 　橋梁長寿命化修繕計画の現状と今後の予定について 関 係 課 長

（２） 　牧橋の２年かかる理由と工程について

（３） 　補助金減の理由と今後の見込みは

　マッチングアプリによるＡＩ婚活への見解と今後の市
の支援取組について

　婚活イベントの開催結果と傾向、意義について

前田　隆
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４ 　今後の水道事業について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

（３）

　水道料金改定が２回あるが、必要性と現行価格比はど
うなるか。標準モデルは

　令和15年度には耐震化で基幹管路の延長距離と耐震化
率はどこまで伸びるか

　包括業務委託など民間委託はどのような事業を検討、
実施していくのか
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３  議　員

１ 　果樹試験場跡地について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

２ 　垂水高校100周年に向けて 市 長

副 市 長

（１） 教 育 長

関 係 課 長

（２）

（３）

３ 　垂水中央運動公園の駐車場について 市 長

副 市 長

（１） 　駐車場の現状と緑地帯について 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　駐車場スペースの確保について

　所有権変更されてから２年程経過し、いまだに整備が
進んでいないが、理由を伺う

　生徒増加、子育て世代へ負担軽減策として、学校給食
の提供はできないのか伺う

　整備が進んでいない状況で、農家からは鳥獣の住処に
なっていると苦情を耳にするが、本市の対応は

宮迫　隆憲

　来年度は記念すべき年であるが、どのような計画がさ
れているのか伺う

　今まで生徒増加に対する取組は、どのようなことを
行ってきたのか
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４ 　観光振興について 市 長

副 市 長

（１） 　江ノ島の活用について 関 係 課 長

（２） 　ジオパークの活用について

５ 　防災体制について 市 長

副 市 長

（１） 　日向灘を震源とする地震直後の対応は 関 係 課 長

消 防 長

（２） 　大野地区の避難所開設は 消 防 本 部

（３） 　第一分団詰所の進捗状況は

（４） 　熱中症の搬送状況は
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４  議　員

１ 　台風10号における避難所について 市 長

副 市 長

（１） 　体制について 関 係 課 長

（２） 　備蓄等について

２ 　熱中症対策について 市 長

副 市 長

（１） 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　職員への周知及び対策は

（３） 　学校給食センターの対策は

３ 　病児・病後児保育について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　ニーズを踏まえての検討は

４ 　たるたるおでかけチケットについて 市 長

副 市 長

（１） 　検討の進捗状況及び今後の方向性は 関 係 課 長

　気候変動適応法の改正に伴う市民への周知及び対応は

池田　みすず

　第３期垂水市子ども・子育て支援事業計画策定のため
のアンケート調査でのニーズは
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５ 　文化財専門員について 市 長

副 市 長

（１） 　文化財専門員配置の経緯について 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　文化財専門員が取り組む業務について
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５  議　員

１ 　グラウンドゴルフ場の整備について 市 長

副 市 長

（１） 　牛根地区の説明会について 関 係 課 長

（２） 　これからの進め方は

２ 　ジオパークについて 市 長

副 市 長

（１） 　これまでの取組と成果について 関 係 課 長

（２） 　再認定に向けた取組は

（３）

３ 　農作物の振興について 市 長

副 市 長

（１） 　主要作物の生産状況について 関 係 課 長

ア 　新規品目の検討について

イ

（２） 　きぬさやえんどうに関する顕彰碑について

　世界ジオパークへの登録を見据えた霧島ジオパークと
の連携について

梅木　勇

　商品販売におけるジオパークのロゴマークの使用
は
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６  議　員

１ 　学校給食について 市 長

副 市 長

（１） 　無料化の１年を振り返って 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　過去３年間の１人当たり１日の給食費の推移は

（３）

２ 　火葬場について 市 長

副 市 長

（１） 　民間委託に決断した経緯と働き手の状況は 関 係 課 長

（２） 　民間委託は施設運営と機械設備も含むのか

（３） 　火葬場施設のリニューアルは検討しているのか

３ 　外国人の技能実習生の人材育成について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

　給食費の見直しはいつ行うのか。今回の値上げで十分
か。年間予算は

新原　勇

　特定技能２号の実習制度法改正における垂水市への影
響と育成整備は
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７  議　員

１ 　市政について 市 長

副 市 長

（１） 　障害者スポーツの普及について 教 育 長

関 係 課 長

ア 　指導員やボランティア人材確保について

イ 　体育館などの施設整備について

（２） 　マイナ保険証について

ア 　情報漏えいの不安について

イ 　配慮が必要な方達への対応について

ウ 　システム障害発生時の対応について

（３） 　少子化対策について

ア 　婚活パーティーやマッチングアプリについて

イ 　縁結び課、お結び課について

（４） 　錦江湾横断道路建設促進への決起大会について

池山　節夫

11



２ 　教育行政について 市 長

副 市 長

（１） 　教育委員会の事務の点検・評価について 教 育 長

関 係 課 長

ア 　垂水高校振興支援について

イ 　フェンシングのまちたるみず実現プロジェクト実
施について
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８  議　員

１ 　農政について 市 長

副 市 長

（１） 　小規模農家支援について 関 係 課 長

２ 　振興会合併状況について 市 長

副 市 長

（１） 　本市の限界集落の状況について 関 係 課 長

（２） 　振興会合併の協議について

（３） 　振興会合併補助金交付制度について

３ 　垂水島津家墓所災害復旧事業について 市 長

副 市 長

（１） 　これまでの経緯について 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　災害復旧事業の見通しについて

４ 　公金不明金について 市 長

副 市 長

（１） 　これまでの経緯について 関 係 課 長

（２） 　今後の見通しは
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９  議　員

１ 　異常気象について 市 長

副 市 長

（１） 　被害状況について 関 係 課 長

２ 　台風10号について 市 長

副 市 長

（１） 　被害状況について 関 係 課 長

３ 　三角ため池廃止について 市 長

副 市 長

（１） 　地元説明会の状況 関 係 課 長

４ 　サメ被害について 市 長

副 市 長

（１） 　サメ被害報道があったが、状況と対策は 関 係 課 長

５ 　さくら公園の空洞調査について 市 長

副 市 長

（１） 　調査委託料の内容について 関 係 課 長

６ 　消防活動について 市 長

副 市 長

（１） 　熱中症について 関 係 課 長

消 防 長

（２） 　消防団の現状は 消 防 本 部

（３） 　消防団活動の負担軽減について

川畑　三郎
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10  議　員

１ 　垂水市のハラスメント条例制定について 市 長

副 市 長

（１） 　全国及び県内の制定状況は 関 係 課 長

（２）

（３）

２ 　市職員及び会計年度任用職員の休暇取得と職務の専念 市 長

副 市 長

（１） 　休暇の取り方について（病気休暇） 関 係 課 長

（２） 　災害時の自宅待機時の待遇について

（３） 　職員の職務に専念する義務について

３ 　新型コロナウイルスワクチン接種について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

（３）

髙橋　理枝子

　垂水市にハラスメント条例を設置する必要性について
の見解と今後制定する可能性は

　予防接種健康被害救済制度についての内容と広報の方
法

　垂水市職員の過去５年間の定年退職者を除く中途退職
者数とその理由は

　新型コロナ感染症予防ワクチン接種が始まってからこ
れまでの接種者の健康被害の報告は

　今後の接種についてワクチンの種類、名称とその安全
性についての見解
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４ 　地域おこし協力隊 市 長

副 市 長

（１） 　募集の趣旨と採用の経緯 関 係 課 長

（２） 　活動拠点と本市の協力体制

（３） 　今後の協力隊との連携と本市が描く未来

５ 　清掃センターについて 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　今後も現在地を使うのか移転の予定は

　施設の詳細、人員構成、働く環境
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11  議　員

１ 　災害時の食料品、水、簡易トイレについて 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

（３） 　断水時、垂水中央病院での透析患者の水対策は

２ 　学校のあり方について 市 長

副 市 長

（１） 教 育 長

関 係 課 長

（２）

３ 　不明金285万円について 市 長

副 市 長

（１） 　これまでの経過について 関 係 課 長

（２） 　時効が成立した場合、どのように対応するのか

　災害時の「防災井戸協力の家」の再調査の必要はない
か

北方　貞明

　人口減少により本市の児童が減少していくが、今後の
学校のあり方について

　特認校が本市では境小学校、松ケ崎小学校、牛根小学
校があるが、入学、転入があるのか

　食料品等は、何食分備蓄しているのか。また、簡易ト
イレは何基準備されているか
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12  議　員

１ 　介護保険・訪問介護事業について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　社会福祉協議会への市の現状の支援策と今後の対応は

（３）

２ 　職員の労働環境について 市 長

副 市 長

（１） 　職員の休日出勤の状況について 関 係 課 長

（２） 　代替休・年次休暇の取扱いについて

ア

イ

ウ 　年次休暇の取得状況と取得の奨励は

（３）

（４） 　休職での欠員への補充は適切に行われているのか

　訪問介護事業所は、市内に１業者となってしまった。
市内の一部には鹿屋市の事業者が参入されているとのこ
とであるが、利用希望者の依頼全てに対応できているの
か

　保険料の引き下げ・介護報酬の引き上げ等、国への要
望が必要と考えるが市長の考えは

　代替休の消化期限はあるのか。期限内に消化でき
なかった場合の対応は

　何年も前の代替休を処理していない職員もいると
聞いたが、運用は問題なくされているのか

感王寺　耕造

　休日出勤については、イベント担当課以外の各課への
応援割り当てとなっているようだが、強制となっていな
いか
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３ 　職員確保対策について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

４ 　市庁舎の環境整備について 市 長

副 市 長

（１） 　駐車場不足について 関 係 課 長

（２） 　仮庁舎への移動について

（３）

５ 市 長

副 市 長

関 係 課 長

（１） 　台風10号時の避難所設置箇所・設置数と利用者は

（２）

（３） 　大規模災害時には避難が長期化し猛暑による健康被害
が生じる懸念があるが、空調施設の設置や非常用電源の
確保はできているのか（病院含む）

　働きやすい職場環境づくりが必要であると考えるが、
今後の対応は

　公務員のなり手不足が深刻化している。採用試験への
応募増への対策と採用後の職場定着の取組は

　庁舎内の環境整備について（庁舎内の雨漏り箇所と修
繕の方向性は）

　避難所・病院・福祉施設について（日向灘を震源とする地震・
台風10号）

　避難所が長期にわたり、停電も長時間続いたが利用者
の要望・今後の課題は（病院含む）
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６ 　熱中症特別警戒アラートについて 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長　環境省は災害級の熱波に備えるため、熱中症特別警戒
アラートの運用を本年４月24日から10月23日まで全国で
始めた。アラート発動があった場合、市区町村は事前に
決めた公民館など「指定暑熱避難施設（クーリングシェ
ルター）」を開放する。熱中症にかかりやすい高齢者や
乳幼児への配慮、対策を徹底できない場合の運動やイベ
ントの中止・延期の検討を呼びかけている。運用等につ
いて本市の対応は
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